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隆起体をもつ化石アカガイと穿孔性多毛類ポリドラとの関係

柴田松太郎＊

はじめに

かつて正垣（1936）はbllster(貝付真珠）を有する

アカガイについて報告し，真珠形成に穿孔性多毛類

PojydOmが関与しているとし， その形態的特徴を記

載した．正垣は， このPojydoraはヨーロッパ産のP・

cj"(zm(Johnston)に近似し， インド産のP.

hor7ze"ZHerdmanに酷似するが，若干の点でこれら

とは異なり，その時点ではPojydoﾉasp. としておく

とした．

筆者は，正垣（前出）の報告した貝付真珠をもつア

カガイによく似た隆起体をもつ化石アカガイ（成田層

産）を入手したが， この標本の外表面には穿孔性多毛

類Pojydoγαにより穿たれたと思われる出入口や溝が

みとめられ， 正垣（前出）の報告同様隆起体が

Pojydomの穿孔に対するアカガイの防御反応の結果

形成された可能性があるので検討した

方よりに位置し，出入口から後方へ約l.8cmの直

線状の溝(Gr)が穿たれている． この溝の幅は

約1.2mmで成長線をやや斜めに切っている．他の

2つの出入口(Ap2, Ap3)は後端近くに，約5

mmの間隔をおいて放射方向に1列にならんでいる．

このうち殼頂側の出入口(Ap2)から幅約1mmの

溝が成長線を斜めに切って直線状に46mm穿たれ

ている． また，殼腹側の出入口(Ap3)から，幅

約1mlnの溝が成長線を斜めに切って，直線状に

3.5mm穿たれている．

試料と方法

試 料：アカガイScap/Z(zr･cα〃o増んtO"〃(Schr-

enck)の左殻

産 地：千葉県印旛郡印旛村鶴巻

産出層：成田層

研究方法：肉眼観察，軟X線写真の観察および隆起体

を殼頂一殼腹方向に縦断した薄片の顕微鏡

写真の観察によった．
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図1 化石アカガイ馳叩"『℃a"oz唇ZtO"〃(Schrenck)の

外表面

Ap,,Ap2, ApmPob'伽ﾉ画によって穿たれたと思われ

る出入口, Gr:Po"dOγαによって穿たれたと思われる

溝．

左が前方，右が後方，上が殻頂方向，下が殻腹方向．

棒の長さはlcm.

ii)内面観（図2)

殼頂と殻腹の中間よりやや殻頂よりに時計まわ

りのうず巻状の隆起体が2段重ねになっている．

この隆起体の全体の高さは，内表面から約61nmで，

隆起体の基底のひろがりは前後方向に約32cm,

観察所見

1）肉眼観察

殻体の計測値

殻長： 10cm，殼高: 9cm,ふくらみ: 3cm

i)外面観（図l)

PoJy(forαにより穿たれたと思われる出入LIが

3か所(Api,Ap2, Ap3)みとめられる． そのひ

とつ(Ap,)は，殼頂と殼腹のほぼ巾間，やや後

Matsutaro ShibataRelationbetweenfOssilscqp/zc"cα〃､o噌雌o冗箆(Schrenck)havingswellingand

boringpolychaetePojydo『α
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に連なる孔道らしい映像は出入口からそのまま左

下腹縁に向かって穿たれ, ll夏縁近くで止まる． そ

の長さは前者のほぼ半分である Ap'に始まる孔

道らしい映像はAp3に始まる孔道らしい映像のほ

ぼなかばで交差しているようにみえる. Ap2およ

UwAp3に始まる孔道らしい映像は， ともに隆起体

とは無関係な腹縁付近にのみみとめられる．

放射方向に約2.5cmである．隆起体を細かく観察

すると下段のうず巻き（隆起体）は，隆起体の後

端から前方に向かって直線状に約1.5cnlのび， こ

こで殻頂方向に'可きをかえ，ほぼ直角に2cnlのび，

半径約1.3cmの円をえがいて前方から殻腹方向に

下り，上段のうず巻き（隆起体）となる．上段の

うず巻きは，ふたたび殻頂方向に約l.8cmのび，

そこから左斜め前方に約1,4cmのびて止まる(E)

内表面には殻頂直下から殻腹に向かって細い放

射条線が多数みとめられが,隆起体の表而にもわ

ずかに放射条線がみとめられる．
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図3外表面から撮った軟X線写真

Ap, 図lのAp'に相当, E: うず巻きの末端（図2の

Eに相当）左が前方、右が後方，搾の長さは1cII1.

『
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図2化石アカガイの内表面

時計まわりに巻いた二重うず巻状の隆起体が内表面の

ほぼ巾央にみえるE: うず巻の末端V-B:薄片（図

4）の断面線の位置，右が前方，左が後方，棒の長さ

はlcm.

3）隆起体を第2図のB-V方向に切った縦断面薄片

の顕微鏡観察（図4）

殻体の本体を構成している内層(OIL)は，外

I3(OOL)の下位にあって図4左端（殻腹方向）

から右端（殻頂方向）まで， ほぼ一定の厚さ（0．

3～05n1m)をたもっている．図4の右方に外層

(OOL)の下部と内層(OIL)を切る孔道（直径

約2mi'')の一部(T)が2nl1n間隔で並んでいる．

また孔道らしいくぼみ（T？）がNILの右端, TI

Lとの接合部近くにもみとめられる． また，内層

(OIL)は図4左端で分岐して斜め右下に新しい

内曜(NIL)を形成している．新しく形成された

内屈(NIL)の内表面は平滑であるが，空洞LS2側

は凹凸があるため厚さは03～0.7mmと一定しない．

また，凹凸の波頭間の間隔はl3～26I'Imと不規則

である． とくに谷の部分をよく観察すると，いず

れもNILの内表面に平行な櫛造線を切っている

（削っている）のがよく分る．図4左端のOILと

NILとの分岐点近くの凹みと，右端のT？の半円

形の凹みとではとくに明瞭である．

図4中央から右端にかけてOILとNILのほぼ中

央に，最大厚0.1mmの薄い内層(TIL)がみとめら

れその右端でNILに接続している．

2）軟X線写真の観察（図3）

隆起体の内部には孔道らしい映像の2つのうず

巻きと1つの半円がみとめられる． このうず巻き

は幅約1.2mⅢの孔道らしい映像よりなっており，

まず後方から前方に向かって直線状に約13cmの

び，直径約l.4cmのうずをえがく．つぎに, 1本

の孔道らしい映像が殻頂に向かってのぼり，直径

約2.3cmの円をえがいて，そのまま放射肋にそっ

て直線状に腹縁に向かってくだる． さいごに，殼

腹側から後方にまきあがって，殼頂側の頂点から

左斜め前方に，直線状に約1.3clllのびたところで

止まる(E). この孔道らしい映像が，後方から

最初のうず巻きにはいりこむ直線状の部分の，途

中にみとめられる黒い部分(Ap,)は外表面にみ

とめられるPoJjydO7､αが穿孔したと思われる出入

u(図1のAp,)に相当する．

Ap3に始まる孔道らしい映像は腹縁にそって平

行に腹縁の全長のほぼ半分にまで達するが, Ap2

－26－



3）外部からの異物のとりこみ

まずl)について検討すると，かつて筆者が化石ナ

ミガイで報告したように，殻体の断面に正常な貝殻構

造をよぎる異常な構造がみとめられるはずである（柴

田， 1992, 1993）がそれぞれみとめられない．

2）もし殻体の機械的な破損を修復するために形成さ

れた構造であるとすると， まず，外表面に破損の痕跡

がみとめられなければならないが，それがみとめられ

ない． また，破損部を修復したとすればLSIやLS2の

ような空洞はできず，破損箇処に蜜着して内層が再形

成されるはずである（柴田, 1992, 1993)がそれもみ

とめられない．

3）もし外部からの異物の侵入があったとすればその

異物が存在しなければならないし，異物をとり囲んで

殻体の再形成がみとめられるはずである（柴田，

1989）しかし，異物もみとめられないし，異物をとり

囲んだ殻体の再形成もみとめられない．

本標本の隆起体は正垣（1936）の報告した現生アカ

ガイの貝付真珠と形態的にもよく似ているし，本標本

の外表面には穿孔性多毛類Pojydoγαによると思われ

る出入口もみとめられることから，本標本の隆起体の

内部にみとめられるうず巻き状構造を形成したのは，

Polydo『αであると考えられる．

さて，小林・大森(1973)は，穿孔痕のある化石エ

ゾタマキガイ， タマキガイ，ベンケイガイ， アカガイ

およびサルボウガイについて検討し， これら二枚貝に

穿孔痕を形成したのは穿孔性多毛類によるとした． ま

た孔道が殼体を貫通しなくても防御的な反応として殼

体を内表面から補強するために，孔道に沿って内層が

厚くなることを指摘した．本標本のばあいは隆起体を

B-V方向に切った薄片の顕微鏡観察によると（図4)

殼体本体の外層(OOL)下部および内層(OL)を孔

道(T)が切っていることから，穿孔生物は殻体を貫

通してアカガイの軟体部と接触したことが分る．穿孔

生物はアカガイの殼体に寄生するだけで，軟体部を捕

食しない（大越・大越， 1992）とされているので，宿

主のアカガイは防御的に内層(TIL)を形成して寄生

生物はLS!を住房としていたと考えられる． しかし，

TLがひじょうに薄いこと, TLとNILとの間にLS2が

存在することから，寄生生物はLS!には短期間しか住

まわず6 LS2へと侵入した． そのためアカガイはふた

たび防御反応としてNILを形成した. NIL形成後も穿

孔生物はLS2を住房として動きまわった形跡がある．

それは, NILがTIL側で削られている(NII｣の平行構

造が切られている）ことから分る. NILのTIL側での

凹凸が軟X線写真でみられるうず巻き状構造なのでは

なかろうか

では，隆起体を形成した穿孔生物がPo/ydo『αであ
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図4図2の断面線VLBに沿って切った縦断面

B:殻頂方向|, LSI, LS@ :Pob'do(zの住房と思われる

空間, NIL:Pob'do'江が住房L&に住んだときに形成

されたと思われる内層, OIL:もともとの内層,OOL:

もともとの外層T，T？ ：PCら'“ﾉ画が穿ったと思わ

れる孔道の一部, TILPojydoﾉ江が住房LS!に住んだ

ときに形成されたと思われる内層, V:殻腹方向，上

が外面，下が内面，棒の長さは1mm.

考察

本標本の隆起体の形態は正垣（1936）の報告した現

生アカガイの貝付真珠によく似ている．正垣の論文に

掲載されている写真によると, Pojydoγαの穿孔は殻

頂の蝶番に近い外表から始まっているため，内表面に

おいては殻頂直下から隆起が始まり，殼頂と殻腹の中

間あたりでもっとも隆起している．本標本のばあいは

外表面の観察でのべたように，穿孔生物が穿ったと思

われる溝(Gr)にひきつずき、出入口らしい孔(Ap,)

がみとめられ，その延長方向に内表面の直線状隆起，

つずいて2段重ねの隆起体がみとめられる．すなわち，

出入口(Ap,)は殻体内に穿たれた孔道によって内表

面の隆起体に通じているのではないかという可能性が

考えられる． そこで，軟X線写真（図3）を観察する

と，後方に位置するうず巻きから直線状に，後方に向っ

てのびる孔道らしい映像が穿孔生物によって穿たれた

と思われる出入口(Ap,)に連続していることが確認

され肉眼観察による推定が正しいことが証明される．

なお, Ap2およびAp3から殻体内にのびる孔道らしい

映像は， 2本とも腹縁に沿ってたがいにほぼ平行に穿

たれているが，隆起体には全く達していない．

ところで，軟X線写真（図3）の示す隆起体内部の

うず巻き状構造は，穿孔生物が穿った孔道以外の何も

のでもないと考えられるが，その他に隆起体を形成す

る原因としては，つぎの3つが考えられる．

1）軟体部の病変

2）殼体の機械的破損の修復
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作成の場を提供してくださった筑波大学学校教育部の

真野勝友氏ならびに同研究室で研究を続けておられる

武藤博士氏，資料を提供してくださった新潟大学理学

部の小林巌雄氏および麻布大学名誉教授の大森昌衛氏，

現生のPojydoﾝ､αに関する文献を多数提供してくださっ

た，東北大学農学部の大越和加氏ならびに石巻専修大

学理工学部の大越健嗣氏に心から厚くお礼申しあげる．

るとして，種が決定できるであろうか．前述したよう

に，正垣（1936）は，現生のアカガイに貝付真珠を形

成した核としてPC〃do”sp・を記載した．本標本は

化石ではあるが同一種のアカガイであるから，穿孔生

物は正垣（前出）ののべたPolydoγasp.である可能

性は高いと思われるが，それを支持する決定的な証拠

はない． また，森ほか(1985),佐藤(1988),大越。

野村（1990）および大越・大越（1992）らは，現生の

ホタテガイに寄生する5種のPojj'doﾉ"(z (P・ co"c/z(zノー

邸"z, P・ co"chaF"msubsp. , P・ co"Ue"(z,,P.

ひα花eg"αおよびP・山e6ste")について，それらが穿

孔した孔道の形態には，それぞれ特徴があって，種の

識別が可能であるとの見解を示した． しかし，本標本

に穿孔したPoZydoﾉｰαは軟X線写真で明らかなように

孔道の形態が上記5種とは全く異なるので上記の5種

のいずれにも該当しないと考えられる．

アカガイには内層および外層を貫く管状職造の存在

がしられている． この管状橘造のなかには外套膜上皮

突起が存在しており，その機能については幾多の意見

が存在する．小林。大森（1973）は，管状構造をもつ

タマキガイ属やリュウキュウサルボウ属に属する化石

でPolydo『αに穿孔された試料の研究で孔道にそって

内層の厚さが厚くなっている現象を，管状構造（ある

いは外套膜上皮突起）との関連で考える必要があると

指摘しているが， この指摘は重要であると思われる．

さらに，隆起体すなわち新しい内層(TILおよびNIL)

にも管状椛造がみとめられるので，その形成機椛を考え

るうえに重要な示唆を与えているように思われる．
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結論

（1）穿孔生物は穿孔性多毛類PoJydomであると考

えられる．

（2） 隆起体はPoIydoﾉ･a（寄生主）の穿孔に対する

アカガイ（宿主）の防御反応の結果として形成さ

れたと考えられる．

（3）隆起体はPolydoﾉ．αの住房であったと考えられ

る．

（4） このPoIydoγαは，正垣(1936)のPojydo/･qsp.

に同定される可能性が大きいが，本体が残って！い

ないので将来の問題として残される

Abstract

Relationbetween the swelling fOundon the

inner shell surface ofSbqp“？℃α〃o嗜雌o"肌

(Schrenck) ii､omNaritaFormationandboring

polychaetePo/3'do(z was examined by three

methods, that isobserbationbythenakedeyes,

observationusingX-rayphotographandmicro-

scopicobservationonthevertical thinsection.

Itisthoughtthattheswellingwasmadeasthe

resultofprotectivereactionagainstthemvasion

ofPojydoﾉヘα. Identiincation of the species of

PoJ'v[ﾒomremainstobesolvedinthefilture.
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